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【研究要旨】 

[緒言] 幻覚作用を有すると考えられるセロトニン受容体に作用する化合物の合成を行うことを目

的とする。合成した化合物は幻覚作用を評価する試験法の開発に供する。 

[結果] セロトニン受容体に作用する化合物 U50,488 の合成を行った。 

[考察] 7-oxabicyclo[4.1.0]heptane を出発原料として、トータル収率約 20%で U50,488を合成するこ

とができた。次に光学活性体の合成を行いたい。

 

 

A. 研究目的 

 

危険ドラッグが依然として大きな社会問題

となっている。 それに伴い、 危険ドラッグの

速やかな規制が求められており、そのための迅

速な評価法開発が急務となっている。評価法の

検討には、使用する化合物の供給が必要不可欠

である。本研究では幻覚作用を有すると考えら

れるセロトニン受容体に作用する化合物の合

成を行うことを目的とする。 

合成した化合物は幻覚作用を評価する試験

法の開発に供する。 

 

 

 

 

 

Fig.１ 

 

 

B. 研究方法 

 

参考文献 1,2)に従ってU50,488の合成を行っ

た。出発原料として 7-oxabicyclo[4.1.0]heptane

を用いた。 
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Fig. 2 

 

 

C. 研究結果 

 

7-oxabicyclo[4.1.0]heptane を出発原料として、

トータル収率約 20%で U50,488 を合成するこ

とができた。（Fig. 3） 

X 線構造解析により構造を確認した。（Fig. 4）

合成した U50,488は塩酸塩として、評価を行う

各分担研究者に供した。 

 

D. 考察 

 

U50,488 はキラルな分子であるので、鏡像体

間で生物活性が違うことが予測される。光学活

性な U50,488 を合成することは重要なことと

考えられるので、光学活性を得る方法の検討を

行うことを考えたい。 

 

 

 

Fig. 3 

 

E. 結論 

 

7-oxabicyclo[4.1.0]heptane を出発原料とし

て、6 段階でトータル収率約 20%で U50,488

を合成した。合成した U50,488 は塩酸塩とし

て、評価を行う各分担研究者に供した。 

今後も、幻覚作用を有すると考えられるセロ

トニン受容体に作用する化合物の合成を行う。 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

 

特許取得、実用新案登録、その他 

特になし 
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Fig. 4 

 

 

 

 
 

Fig 4 合成した(±)-U50,488H の単結晶 X 線構造解析(XRD) 

 

Fig. 5 

 

 


